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1. 概要 
 

1.1.  本仕様書の範囲  

 

1. 本書は、ホストコンピュータのイーサネットインターフェイスと、ハンディターミナルの IrDA インターフェイスとを使用したデ

ータ転送を中継する、マスタ IO BOX の製品仕様について記述しています。 

2. 本書の通信機能及びイーサネット部の内容は特に明記しない限り、各機種用マスタ IO BOX 共通です。 

3. マスタ IOBOX を使用してハンディターミナルと通信を行うには、FLINK ユーティリティと LMWIN を使用する方法と、ハンデ

ィターミナル、ホスト PC のプログラムを作成して行う方法があります。 

これらの詳細については、本書の範囲外とし、 

●FLINK ユーティリティやハンディターミナルのプログラム作成方法については、ハンディターミナルのプログラム解説書 

●LMWIN については、LMWIN 解説書を参照してください。 

4. マスタ IOBOX は、ホスト PC と VP プロトコルという独自手順を用いて通信します。 

●VP プロトコルについては、VP プロトコル仕様書を参照ください。 

 

 

1.2. 各機種固有の動作 

DT-900 用 

・  ＩｒＤＡ速度 

    ＩｒＤＡの速度は、マスタＩＯＢＯＸ自体は、９．６Ｋｂｐｓから４Ｍｂｐｓまでサポートしていますが、 

    赤外線素子は、DT-900 と同等のものを使用しているため、１１５．２Ｋｂｐｓが最大値です。 

（２３０．４Ｋｂｐｓ及び４Ｍｂｐｓでの通信はできません） 

 

 

1.3. マスタ IO BOX の機能 

 

マスタ IO BOX は、ＩｒＤＡ１．１のプロトコルスタックとＴＣＰ/ＩＰのプロトコルスタックを装備しており、IrDA の COM ポートエミュレ

ーションのレイヤである、IrCOMM レベルから TCP レベルへプロトコルを変換して中継します。また、充給機能を装備しており、

ハンディターミナルが設置されている間は、ハンディターミナルへ電源を供給します。充給電部は各機種依存であり、それぞれ

のハンディターミナルで異なります。 

 

1.3.1. 通信機能 

 ･マスタ IO BOX は、PC と 10BASE-T イーサネット経由で接続されます。 

 ･ハンディターミナルとのインターフェイスは、IrDA1.1 またはオリジナルの IR-230（注）による通信が可能です。 

 ・連鎖接続用端子を使用して、最大 7 台のサテライト IO BOX を連鎖接続可能（計最大 8 台構成） 

 

ハンディターミナルインターフェイス 

 赤外線（ＩＲ）通信速度 備考 

マスタＩＯＢＯＸ 単体 4Mbps,230Kbps※ ,115Kbps,38.4Kbps,9.6Kbps  

マスタ連鎖接続 4Mbps,230Kbps※ ,115Kbps,38.4Kbps,9.6Kbps  

サテライト連鎖接続 230Kbps※ ,115Kbps,38.4Kbps,9.6Kbps  

※ ：IR-230 による通信 

 

ホスト PC インターフェイス 

Ethernet 規格 IEEE802.3 １０BASE-T (10Mbps) 

LAN コネクタ RJ-45 

搭載プロトコル TCP/IP,ARP,ICMP,TELNET 
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1.3.2.  充給電機能 

 ・充電池付きハンディターミナルに充電を行ないます。（乾電池装着時には充電は行いません。） 

 ・ハンディターミナルに給電を行ないます。 

 

1.3.3. ＩＰアドレス、ポート番号設定機能 

 ・イーサネットライン及びハンディターミナルから、ＩＯＢＯＸのＩＰアドレス、ポート番号、ホストのＩＰアドレス、ポート番号 

   デフォルトゲートウェイ、サブネットマスクの設定が可能です。 

 

1.3.4. ファームウェアダウンロード機能 

 ・保守用３ピン又は、イーサネットラインを通じで、ファームウェアのダウンロードが可能です。 

 

1.3.5. デバック・保守のための機能 

 ・通信データのログ出力（フィールドでＳＥレベルで保守可能です。） 

 ・ターミナル接続によるデバック（メモリダンプ等） 

 

＊注 

IR-230 は、オリジナルプロトコルで、ハンディターミナルと IO BOX 間の通信にのみ用いられるものであり、データ通信を

230Kbps で行う事を除いて IrDA プロトコルと同様である。IR-230 対応のハンディターミナルとしては、DT-800 があります。 

 

1.4.  特徴 

 

 ・イーサネット接続により、多彩なシステム構成や高速な通信が可能。 

 ・赤外線通信の標準プロトコルである、IrDA１．１規格を採用。 

・ ハンディターミナル側は、従来の SCSI 版マスタ IOBOX やサテライト IOBOX 用の FLINK 手順をそのまま使用可能。 

・ LMWIN ユーティリティにより、多くのハンディターミナルや IOBOX を同時に管理可能。 

 

1.5. ハードイメージ 

 

DT-9６６IO（DT-900 用）の概観イメージを以下に示します。 
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1.5.1. 各部の名称とはたらき 

 

番号 名称 はたらき 

１ LAN インターフェイス HUB 装置やパソコンへ接続し、データ転送します。 

２ RS-422 インターフェイス サテライト I/O ボックス間の接続に使います。 

３ AC アダプタジャック AC アダプタを接続して電源を供給します。 

４ 保守用インジケータ I/O ボックスの動作状態を表示します。 

５ 保守用３ピンインターフェ

イス格納部 

保守用３ピンシリアルインターフェイスのコネクタが格納されています。通常は、カバー

がついていますので、開けてから使用します。 

６ 本体装着検出用スイッチ ハンディターミナル本体が IO ボックスにセットされていることを検出するスイッチです。

７ シ ス テ ム 稼 動 表 示 用

LED 

IrDA のネゴシエーションが終了したことを示します。（IrDA の通信速度が９．６Kbps を

超える値になったとき点灯します。） 

８ 通信状態表示用 LED I/O ボックスの赤外線インターフェイスが光を受けていることを示します。 

９ 電池パック充電用 LED 予備電池パックの充電状態を表示します。 

１０ 充電表示用 LED ハンディターミナル本体に装着された電池パックの充電状態を表示します。 

１１ 電源表示用 LED 電源の状態、ハンディターミナル本体の装着状態を示します。 

１２ 据置用カバーL,R 据置型で使用するときに、ハンディターミナルの充電・給電端子を押さえます。 

１３ 充電／給電端子 ハンディターミナル本体へ電源を供給する端子です。 

１４ 電池パック充電端子 予備用電池のパック単独で充電ができます。 

１５ 赤外線インタフェース 非接触型赤外線通信部です。ハンディターミナルと IrDA 規格の通信を行います。 

１６ 電源スイッチ 電源を ON/OFF するスイッチです。 

１７ 設置ユニット 取り外し式の I/O ボックススタンドです。 

１８ DIP スイッチ I/O ボックスの各種動作を設定するスイッチです。 

１９ 壁掛け穴 壁掛けの時のフック差込の穴です。 
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2. 通信動作形態  

 

2.1.  接続構成と動作状態 

 

2.1.1.  ホスト PC－マスタ IOBOX 接続（１：１） 

 

 

 

2.1.2.  ホスト PC－マスタ／サテライト IO BOX 連鎖接続 

 

 

 

 

 ・サテライト連鎖接続を行う場合は、サテライトＩＯＢＯＸの動作はパッシブ動作に設定してください。 

  （パッシブ動作についてはサテライトＩＯＢＯＸの解説書を参照ください） 

 

 

 

 

ｲｰｻﾈｯﾄ

ホストPC

ｲｰｻﾈｯﾄ

ホストPC

マスタI/O

サテライトI/O サテライトI/O

サテライトI/O

RS-422
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2.1.3. ホストＰＣ－マスタ IOBOX 接続（マスタのみによる接続） 

 

 

 

 

   ・接続台数の最大数はイーサネットとホストＰＣの仕様により制限されます。  

                                                                               

 

2.1.4. ホストＰＣ－マスタ／サテライト IOBOX 接続（複数マスタ／サテライト連鎖接続） 

 

                       サテライト連鎖Ｉ／Ｆ（1 台のマスタにつきサテライト最大８台） 

ホストPC

ｲｰｻﾈｯﾄ

マスタI/Oボックス

ｲ
ｰ
ｻ
ﾈ
ｯ
ﾄ

ホストPC

マスタI/O

サテライトI/ORS-422

サテライトI/ORS-422

サテライトI/ORS-422

マスタI/O
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3. 設置 
 

TCPIP を使用するために、ＩＰアドレス、ポート番号、デフォルトゲートウェイ、サブネットマスク等を設定します。 

これらのデータをＩＰデータと総称します。 

 

3.1. 出荷時設定 

  ＩＰデータの出荷時設定は下表の様になっています。 

 

内容 値 

ＩＯＢＯＸのＩＰアドレス １９２．１６８．１．１ 

ホストのＩＰアドレス １９２．１６８．１．６４ 

ＩＯＢＯＸのポート番号 ５４０２１ 

ホストのポート番号 ５００２１ 

デフォルトゲートウェイ ０．０．０．０（使用しない） 

サブネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 

 

 

3.2. ＩＰデータの設定方法 

ＩＰデータの設定方法には、ハンディターミナルから IrDA 経由で設定する方法と、ＰＣから TCPIP 経由で設定する方法がありま

す。 

 

（１）ホストからのＩＰデータ書換え方法 

      ・ホストがクライアントとして、ＩＯＢＯＸに接続します。 

      ・ホストからＩＰデータ転送コマンドを発行します。 

      ・ハンディターミナルと通信中は書き換える事はできません。 

 

（２）ハンディターミナルからのＩＰデータ書換え方法 

      ・ハンディターミナルから IrDA を使用して IOBOX のＩＰデータを書き換えます。 

 

（３）ハンディターミナルからの一時設定モード 

      ・ ハンディターミナルから IrDA を使用して IOBOX が接続するホストのＩＰアドレスとポート番号を 

         一時的に変更します。 

       ・通信終了後は、ＩＯＢＯＸに設定されているＩＰデータで動作します。 

 

 

注）本機では、各設定値（ホスト側及びＩＯＢＯＸ側のＩＰアドレス、デフォルトゲートウェイ、デフォルトサーバ）に０を指定すること

が出来ません。 

  指定データに０が含まれていた場合､データの書込み時に IOBOX はエラーを返します。 
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3.3. 運用の想定 

 

3.3.1. ＴＣＰＩＰを意識しないアプリケーション（システムメニューからファイル転送等）を使用する

場合 

ＴＣＰＩＰを意識しないアプリケーションの場合には、あらかじめＩＯＢＯＸにＩＰデータを設定して置く必要があります。 

設置時に、ホスト又はハンディターミナルからＩＯＢＯＸのＩＰデータを設定します。 

 

 

3.3.2. 業務により接続するホストを変更する場合 

ハンディターミナルの業務によって接続するホストを変えたい場合は、ハンディターミナルからホストＩＰアドレスの一時設定の方

法によりアプリケーションから接続するホストを指定することができます。 

 

ｲｰｻﾈｯﾄ

ホストPC1 ホストPC２

業
務
A

業
務
B

 

 

   業務Ａは、ホスト PC１がデータを保持しているため、ハンディターミナルは、ホストＰＣ１に接続する。 

   業務Ｂは、ホスト PC２が処理しているため、ハンディターミナルはホストＰＣ２に接続する。 
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3.3.3. 運用中ホストにホストが故障・交換する場合 

運用中にホストの故障などで、ホストを変更したい場合があります。 

この場合は、新しいＰＣからＩＯＢＯＸのＩＰデータを書き換える事で、IOBOX は新しいホストと通信できるようになります。 

 

 

ｲｰｻﾈｯﾄ

ホストPC1 ホストPC２

 

     

①ハンディターミナルとホストＰＣ１が通信している。 

②ホストＰＣ１が故障した。 

③ホストＰＣ２から IOBOX に接続して、IOBOX が保持しているホストＰＣの IP アドレスをホストＰＣ２のＩP アドレスに書き換える。 

④ハンディターミナルはホストＰＣ２と通信できるようになる。 
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4. ホストとの接続のタイミング 
ＩＯＢＯＸがクライアントとして動作する時、以下のタイミングでホストに接続を行います。 

 

4.1. クライアント動作時の接続のタイミング 

4.1.1. ハンディターミナルからデータを受信した場合 

    ハンディターミナルとＩｒＤＡで接続後、ハンディターミナルからデータを受信した場合ＴＣＰＩＰの接続を行います。 

    ホスト PC       IOBOX        ハンディターミナル 

 

                         IrDA 接続 

 

                        データ送信 

 

            接続 

 

 

 

4.1.2. ハンディターミナルと接続後一定時間データ受信しない場合（ＳＷ６＝ＯＦＦ／ＳＷ７＝ＯＮ

の場合） 

    ハンディターミナルとＩｒＤＡで接続後、ハンディターミナルから一定時間データを受信しない場合 TCPIP の接続を行いま

す。 

    アプリケーションで、ホストから最初にデータを送信する必要がある場合は、この機能を使って 

    ホストと接続します。 

    ホスト PC       IOBOX       ハンディターミナル 

 

                        IrDA 接続 

 

                               

                                          ３秒間何も受信しない 

            接続 

 

 

 

4.1.3. ハンディターミナルから接続コマンドを受信した場合 

    ハンディターミナルとＩｒＤＡで接続後、ハンディターミナルから接続コマンドを受けた場合に、指定されたホストに接続を行

います。 

 

    ホスト PC       IOBOX         ハンディターミナル 

 

                       IrDA 接続 

 

                       接続コマンド 

 

       指定ホストに接続 
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5. サテライト連鎖接続時の通信動作 
 

サテライト連鎖接続を行う場合、マスタ IOBOX の光入出力が延長されるイメージで動作します。何台かのハンディターミナルを

1 台のマスタ IOBOX＋サテライト連鎖のシステムに同時に装着した場合、マスタ IOBOX がネゴシエーションを行い、最初に通信

するハンディターミナルを選択します。したがって、同時に通信できるハンディターミナルは、マスタ IOBOX1 台に付き１台です。

他の通信していないハンディターミナルは、通信が完了するまで待機しています。通信が完了した時点で、再度ネゴシエーショ

ンが行われて次のハンディターミナルが選択されます。 

この様子を以下に示します。 

 

１．ある IO BOX と通信中 

 

 

 

 

 

 

２．通信中に他の IO BOX 上に通信可能な状態のハンディターミナルが置かれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．最初の通信が終わり次第、局発見を行い、新たにハンディターミナルの置かれた IO BOX のどちらかが通信を開始 

 

 

 

 

 

 

 

サテライト IO BOX およびハンディターミナルは ID 番号を必要としない。IrDA 手順によりマスタ IO BOX とハンディターミナルが

ネゴシエーションを行い動的に ID を割り振ります。 

 

通信順序は IrDA 手順内の確率で決定されます。 

 

 

 ﾏｽﾀ 

 

＋

ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄホスト 

 ＨＴ 

ﾏｽﾀ 

 

ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄホスト 

 ＨＴ  ＨＴ  ＨＴ 

ﾏｽﾀ 

 

ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄ ｻﾃﾗｲﾄホスト 

 ＨＴ  ＨＴ  ＨＴ 
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6. 制限事項 
 

6.1.   サテライト連鎖接続における制限 

 

6.1.1. 通信動作 

 サテライト IO BOX による連鎖接続時は、連鎖接続されている IO BOX 上のハンディターミナルの内、同時に１台のみ通信を

行うことが出来ます。従って１つのハンディターミナルの通信が完了してコネクションをクローズし次第順次通信を行います。 

通信中にハンディターミナルを取り外すと、ハンディターミナルおよび IO BOX で直ちに通信エラーとなります。通信中の置き

換えも同様です。ただし、通信をしていないとき（通信待機中）は、エラーとなりません。 

 

 

6.1.2. 通信速度 

・サテライト連鎖している場合、マスタＩＯＢＯＸの通信速度の最大値は２３０Ｋｂｐｓ又は１１５．２Ｋｂｐｓになり 

  ます。（４Ｍｂｐｓでの通信はできません） 

・サテライトが連鎖接続されている場合、全ての IO BOX の IR 速度は同一に設定されていなければなりません。 

   （マスタまたはサテライト（パッシブ動作）の IR 速度設定と異なる IR 速度の設定された IO BOX は、 

      それ自身通信が行えないだけでなく、他の通信を妨害します） 

 

 

サテライト連鎖接続の延長距離 

 

 115.2Kbps 時 → 1Km 

 230.4Kbps 時 → 0.5Km 
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7. ディップスイッチおよびインディケータ 

7.1. DIP スイッチ 

 

7.1.1. ＩＲ速度 

    IrDA1.0 又は IR230 で通信する場合の通信速度を設定します。 

速度 (BPS) SW1 SW2 備考 

38.4K OFF OFF  

115.2K ON OFF  

230.4K OFF ON  

設定禁止 ON ON  

 

IrDA ネゴシエーションは、この設定に関わらず IrDA プロトコルに従い、9600bps が用いられます。 

この設定は、IrDA プロトコルのネゴシエーション時のパラメータとして利用されます。 

この設定は４Mbps での通信には関係ありません。 

 

 

7.1.2. サテライト接続切り替え 

接続切り替え SW5 備考 

連鎖 OFF  

非連鎖 ON ﾏｽﾀ単独 

 

   SW1,2 および５の組み合わせによる可能な IｒDA の通信速度 

SW1,2 SW5 9.6Kbps 38.4Kbps 115Kbps 230Kbps 4Mbps 

38.4K 連鎖 ○ ○ × × × 

38.4K 非連鎖 ○ ○ × × ○ 

115K 連鎖 ○ × ○ × × 

115K 非連鎖 ○ × ○ × ○ 

230K 連鎖 ○ ○ × ○ × 

230K 非連鎖 ○ ○ × ○ ○ 

 

7.1.3. システム動作モード切り替え 

 

動作モード SW3 SW4 備考 

運用動作 OFF OFF  

ファームウェアダウンロードﾓｰﾄﾞ ON OFF  

デフォルトＩＰ動作 OFF ON  

予約 ON ON  

 

動作モードを設定してから電源ＯＮします。動作中に切り替えても無効です。 

デフォルトＩＰ動作： 

  ＩＯＢＯＸにＩＰデータを設定されていてもそれを無視して、工場出荷時の値で動作します。 
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7.1.4. 特殊動作 

 特殊動作 ＳＷ６ ＳＷ７ 備考 

通常動作 OFF OＦＦ  

予約 ON ＯＦＦ  

ﾀｲﾑｱｳﾄ接続有効 OFF ON  

予約 ON ON  

 

    タイムアウト接続有効 

       ハンディターミナルとＩｒＤＡで接続後、ハンディターミナルから一定時間（3 秒）データを受信しない場合、ホストに接続

します。 

       上位のプロトコルで、ホストから先にデータ送信をする必要がある場合に使用します。 

 

 

7.1.5. ＩＯＢＯＸのＩＰアドレス・ポートナンバーのライトプロテクト 

    IOBOX のＩＰアドレス、ポートナンバー、デフォルトゲートウェイ、サブネットマスクの書換えを許可又は 

    禁止します。 

    これらのデータは一旦設置した後は、通常変更する必要は少ないので、誤って書きかえられるのを防ぐ 

    ためにこの設定を用意しています。 

 

     ＩＰアドレス書換え許可 ＳＷ８ 備考 

書換え許可 OFF  

書換え禁止 ＯＮ  

 

 

7.1.6. 将来用予約 

    ＳＷ９、ＳＷＷ１０は未使用 

 予約 ＳＷ９ ＳＷ１０ 備考 

 ＯＦＦ ＯＦＦ  

  

 

 

 

出荷時設定 

 

工場出荷時のディップスイッチは以下のように設定されています。 

 

SW1 SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 SW8 SW9 SW10 

ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 
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7.2. インジケータ 

 

LED1 電源表示（POWER）LED  

 状態 POWER 

電源 装着 LED 

OFF － 消灯 

ON 起動中（BIOS/DOS 初期化中） 赤点滅 

 非装着 赤 

 装着 緑 

 

 

LED2 充電表示用（CHG1）LED  

状態 CHG1 LED 

充電中 赤 

充電完了 緑 

電池異常 赤１秒後消灯 

非 充 電 （ ｽ ﾀ ﾝ ﾊ ﾞ

ｲ） 

消灯 

 

 

LED3 電池パック充電表示用（CHG2）LED （機種依存あり＝他機種は未定） 

状態 CHG2 LED 

充電中 赤 

充電完了 緑 

電池異常 赤１秒後消灯 

非充電 消灯 

 

LED4 通信状態表示用（DATA）LED（ハンディターミナルの IR 発光信号に同期） 

    通常動作時： 

状態 DATA LED 

無通信 消灯 

通信中 緑点滅 

 

    ファームウェアダウンロード時 

状態 DATA LED 

ファイル受信中 消灯 

FROM 書込み中 緑点灯 

  

LED5 システム稼動表示用（LINE）LED 

    通常動作時： 

状態 LINE LED 

ネゴシエーション OR スタンバイ中※ 消灯 

－ 赤 

通信ライン使用中 緑 

 

※ネゴシエーションｏｒスタンバイ中 

マスタ IOBOX 上のハンディターミナル、又はマスターサテライト連鎖した場合のサテライト上のハンディターミナルのいずれとも

通信を開始していない状態です。 

 

通信ライン使用中： 

マスタＩＯＢＯＸを経由して、いずれかのハンディターミナル（マスタ IOBOX 上のハンディターミナル、又はサテライト連鎖している

場合のいずれかのハンディターミナル）と通信を行っている時に点灯します。 

（点灯するタイミングは、ハンディターミナルとのネゴシエーションが終了した時点） 
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    ファームウェアダウンロード動作時： 

状態 LINE LED 

ファームウェアダウンロード中 赤点滅 

ファームウェアダウンロードダウンロード正常終了 消灯 

ファームウェアダウンロード失敗 赤点灯 

 



                                                                    

18 

 

8.  保守用インジケータ表示仕様 
 

 

  １桁の７セグメント LED によりＩＯＢＯＸ内の状態推移を表示します。 

  この機能は、異常が発生した場合表示が止まり、その表示により現在の状況を把握してその 

  対処が出来るようにする為の機能です。 

 

  本機能は、主に以下の３つの機能からなります。 

  １．起動時のハード診断結果表示 

  ２．通常動作時の、ＩＯＢＯＸの内部状態表示 

  ３．ファームウェアダウンロード時の状態表示 

 

 

 

8.1. 起動時のハード診断結果表示 

  電源ＯＮ時に、保守用インジケータは“８．”を表示します。以後、ハードウェアの初期化を行い、正常終了するごとに表示を

更新して行き全て正常に終了で“消灯”になります。 

 

8.1.1. 表示内容 

 

インジケータ 内容 

８． 電源ＯＮ直後 

７． ＦＲＯＭチェック中 

６． 予約 

５． ＩＯＢＯＸモデルステータスチェック中      

４． ＳＣＳＩイニシャル中         (ｲｰｻﾈｯﾄ版では予約) 

３． ＩｒＤＡイニシャル中 

２． ディップスイッチ設定チェック中 

１． ＬＡＮカードチェック中 

０． 予約 

消灯 初期化正常終了 

 

 

8.1.2. 表示コードによる診断と対処 

 

 電源ＯＮ後、表示が消灯するまでに止まった場合は、以下の内容をチェックしてください。 

 

        ８．：ハードウエアの初期化中にエラーが発生した。 

→電源をオフ・オンしてください。 

→ファームウェアダウンロードを行ってみてください。 

 

        ７．：ＦＲＯＭのチェックサムエラー 

→IP アドレスを再設定してみてください。 

→ファームウェアダウンロードを行ってください。 

 

         ６．：予約 

 

 

 

 

表
示
の
順
番 
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            5．：ＩＯＢＯＸの種類とダウンロードされたファームウエアが異なります。 

               →正しいファームウエアをダウンロードしてみてください。 

 

 

            4．：ＳＣＳＩ版のエラーコード(LAN IO 版は表示無) 

 

 

            ３．：ＩｒＤＡ部が異常です。 

                 →再度オフ・オンしても直らない場合は、ハードウェア調査をご依頼ください。 

 

 

            ２．：ディップスイッチの設定が設定禁止の状態になっています。 

                 →ディップスイッチの設定を修正し、電源を入れ直してください。。 

 

            １．：イーサネットカードが異常です。 

                 →再度オフ・オンしても直らない場合は、ハードウェア調査をご依頼ください。 

           

            ０．：予約 

 

 

            全消灯 ：ハード診断は正常終了したが、ファームウェアの起動までの間の異常 

              →AC アダプタが正しく装着されているか確認ください。 

   →再度オフ・オンしても直らない場合は、ハードウエア調査をご依頼ください。 
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8.2. 動作時の状態表示 

 

   ＩＯＢＯＸの内部状態遷移を表示します。異常が発生した場合は表示が止まり、その表示内容により 

   現在の状態を把握してその対処ができるようにします。 

 

 表示内容 

 

   イーサネット部とＩｒＤＡ部の内部状態遷移を表示します。 

 

 

 ダウンロード時： 

 

 

 

 

 

 アップロード時： 

 

 

 

 

          ｄ：ホスト PC とリンクしていない状態。 

             

            

 

           ｂ．：IOBOX とホスト PC のリンク確立した 

          ・ Ａ項目と同じ                    

 

 

          ｏ：IOBOX がホストとリンク確立中 

           

 

          ｈ．：アップロード処理実行中の状態。           

 

 

          H．：ダウンロード処理実行中の状態。           

 

 

          ４：ホスト PC からの Close 要求に対して IrDA 側が Close 実行中   

 

 

   J: ハンディターミナルの IrDA が Close された。 
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8.3. ファームウェアダウンロード時の状態表示 

 

   ファームウェアダウンロード時の状態を表示します。 

 

インジケータ 内容 

５ ３ピンからのファームウェアダウンロード中 

９ ＦＲＯＭ書込み中 

９． ＦＲＯＭ書込み終了 
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9.   ＩＰアドレス、ポート、デフォルトゲートウェイ、サブネットマスク設定 
 

9.1. ホストからのＩＰデータの設定 

 

9.1.1.  動作 

(1) 通信準備の出来たハンディターミナルが乗せられるまでは、ＩＯＢＯＸはサーバとして動作しているので、この間に 

    ホストがクライアントとして TCPIP で接続します。 

(2) ホストは接続後、ＩＰデータを送信します。IOBOX はＩＰデータを保存します。 

(3) 保存後 TCPIP を切断します。以降、IOBOX は新ＩＰデータで動作します。 

 

 

  送信データフォーマット 

 

   

        0x40                 コマンド 

             0 

          レングス Low           ワードでセット  

          レングス Hi           データの先頭からチェックデジットまでのバイト数 

             0        

             0 

             0 

             0 

        DATA LENGTH Low          ワードでセット 

        DATA LENGTH High         データ部のみのバイト数 

          ＩＰデータ 

 

 

                     

                                        1000 ﾊﾞｲﾄ以内 

 

 

 

      チェックデジット                                  

   

         データサイズは 1000 バイト以内です 

     チェックデジットは、データ部をバイト単位の XOR の累積値です。（１バイト） 

 

  送信データシーケンス 

        ホスト PC            IOBOX 

            

        データ送信------------> 受信  

                           RAM に格納 

                           完了 

                 <------------8 ﾊﾞｲﾄの 0 ﾃﾞｰﾀ        正常の場合 

                 <------------最初のﾃﾞｰﾀが 0x10 の 8 ﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ    パラメータ異常の場合 

                 <------------最初のﾃﾞｰﾀが 0x14 の 8 ﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ    チェックディジット異常の場合 

                  

                                  正常の場合 F-メモリライト 
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9.2. IrDA を使用したＩＰデータ設定・読み出し 

 

9.2.1.  動作 

(1)  ハンディターミナルと IrDA で接続後、ハンディターミナルからの指示待ちになります。この時にハンディターミナルからＩＰデ

ータ書き込みコマンドを送信することで、ＩＰデータをＩＯＢＯＸに設定できます。 

(2) ＩＰデータ設定後もハンディターミナルからの指示待ちになります。 

 

以下に各種のパケットフォーマットを示します。なおワードデータは、リトルエンディアン（Lo,Hi の順）です。 

 

送信データフォーマット 

 

・ＩＰアドレス書込みコマンドフォーマット 

  +0  +1  +2   +3  +4   +5  +6   +7   +8  +9  +10  +11  +12  +13 +14  +15  ．．．．     

01

h 

'X' 00

h 

データ長 00

h 

01

h 

'1' xx

h 

xx

h 

xx

h 

80

h 

コ マ ン ド ﾞ

長 

'F' ＩＰデータ ﾁｪｯｸ 

ｻﾑ 

 

 

 

 

 

  ・xxh は任意のコード 

   ・データ長はデータ長の次からチェックサムまでのバイト数。ワードで設定。 

  ・コマンド長はＩＰデータ部の長さ。ワードで設定。 

  ・チェックサムは、全データ(先頭の“01h”～“IP データ”の終わりまで)をバイト加算※して、２の補数をとった値。 (２バイト） 

※：桁あふれは、１バイト分保持するので加算結果は、合計２バイトで保持しておく。 

 

・ＩＰアドレス書込み応答フォーマット 

  +0  +1  +2   +3   +4  +5   +6  +7  +8   +9  +10  +11  +12  +13  +14  +15  +16 +17 

00

h 

'X' 00

h 

ﾃﾞｰﾀ長 
(0Dh,00h) 

00

h 

01

h 

'1' 'I' 'O' 'E' 結 果

ｺｰﾄﾞ

ｺﾏﾝﾄﾞ長
(01h,00h)

'F' 結 果

ｺｰﾄﾞ 

ﾁｪｯｸ 

ｻﾑ 

 

 

 

 

 

  ・データ長は 0Dｈが設定される。ワードで設定。 

  ・コマンド長は結果コードの長さ（01h,00ｈ)が設定される。 

  ・チェックサムは、“送信データフォーマット“と同様に計算。（２バイト） 

  ・結果コードには以下の内容が設定される。 

 ０Ｘ０１：パラメータエラー 

 ０Ｘ０３：書き込みエラー 



                                                                    

24 

  

ＩＰデータ読み出し 

・ＩＰデータ読み出しコマンド 

  +0  +1  +2   +3   +4  +5   +6  +7  +8   +9  +10  +11  +12 +13  +14  +15 +16   

01

h 

'X' 00

h 

ﾃﾞｰﾀ長 
(0Dh,00h) 

00

h 

01

h 

'1' xx

h 

xx

h 

Xx

h 

80

h 

ｺﾏﾝﾄﾞ長
(00h,00h)

'G' ﾁ ｪ ｯ ｸ ｻ

ﾑ 

 

 

 

  ・xxh は任意のコード 

  ・データ長はデータ長の次からチェックサムまでのバイト数。ワードで設定。000Dh 固定。 

  ・コマンド長は０x00。ワードで設定。 

  ・チェックサムは、“送信データフォーマット“と同様に計算。(２バイト） 

 

・ＩＰデータ読み出し応答 

  +0  +1  +2   +3  +4   +5  +6   +7  +8   +9   +10  +11  +12 +13  +14  ．．．． 

00

h 

'X' 00

h 

データ長 00

h 

01

h 

'1' 'I' 'O' 'E' 結 果

ｺｰﾄﾞ

コ マ ン ド

長 

'F' 設定 

ＩＰﾃﾞｰﾀ 

ﾁｪｯｸ 

ｻﾑ 

 

 

 

 

  ・データ長はデータ長の次からチェックサムまでのバイト数。ワードで設定。 

  ・コマンド長は設定ＩＰデータ部の長さが設定される。 

  ・チェックサムは、“送信データフォーマット“と同様に計算。（２バイト） 

  ・結果コードには以下の内容が設定される。 

 ０Ｘ０４：正常終了 

 

 

9.3. IrDA を使用した一時ＩＰデータによる接続 

9.3.1.  動作 

(1)  運用モードで起動すると、ＩＯＢＯＸはハンディターミナルとＩｒＤＡで接続を行い、ハンディターミナルからの指示待ちになりま

す。 この時にハンディターミナルから接続コマンドを発行することで、一時設定ＩＰデータを使ってホストと接続します。 

 

送信データフォーマット 

 

・接続コマンドフォーマット 

  +0  +1  +2   +3  +4   +5   +6  +7   +8  +9  +10  +11 +12  +13  +14  +15 ．．．． 

01

h 

'X' 00

h 

データ長 

 

00

h 

01

h 

'1' xx

h 

xx

h 

xx

h 

80

h 

コ マ ン ド

長 

'Ｃ' ＩＰデータ 

 

ﾁ ｪ ｯ ｸ ｻ

ﾑ 

 

 

 

 

  ・xxh は任意のコード 

  ・データ長はデータ長の次からチェックサムまでのバイト数。ワードで設定。 

  ・コマンド長はＩＰデータ部の長さ。ワードで設定。 

  ・チェックサムは、全データ(先頭の“01h”～“IP データ”の終わりまで)をバイト加算※して、２の補数をとった値。 (２バイト） 

※：桁あふれは、１バイト分保持するので加算結果は、合計２バイトで保持しておく。 
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・接続コマンド応答フォーマット 

  +0  +1  +2   +3  +4  +5   +6   +7   +8  +9  +10  +11  +12  +13  +14  +15  

00

h 

'X' 00

h 

ﾃﾞｰﾀ長 
(0Dh,00h) 

00

h 

01

h 

'1' 'I' 'O' 'E' 結 果

ｺｰﾄﾞ

ｺﾏﾝﾄﾞ長
(01h,00h)

'Ｃ' 結 果

ｺｰﾄﾞ 

ﾁｪｯｸ 

ｻﾑ 

 

 

 

 

  ・データ長はデータ長の次からチェックサムまでのバイト数。ワードで設定。 

  ・コマンド長は結果コードの長さ（１バイト）が設定される。 

  ・チェックサムは、全データ(先頭の“00h”～“結果コード”まで)をバイト加算※して、２の補数をとった値。 (２バイト） 

※：桁あふれは、１バイト分保持するので加算結果は、合計２バイトで保持しておく。 

  ・結果コードには以下の内容が設定される。 

 ０ｘ００：接続成功 

         ０Ｘ０１：パラメータエラー 

 ０Ｘ０２：接続失敗 
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9.4. ＩＰデータ書き換え・読み出し時のフォーマット 

  ＩＰデータは、以下の（１）から（６）までの内容をセットします。 

  変更する必要のない項目はセットする必要ありません。 

 

 (1)ホスト(PC)の IP アドレス 

        01  C0 A8  01  40       値はデフォルト値（192.168.1.64) 

 

            ＩＰアドレス 

       見出し 

      01 は見出し、後の 4 バイトが IP アドレス ５バイト固定です。  データはバイナリでセットします。 

       

 (2)IOBOX 自体の IP アドレス 

        02  C0  A8 01  01       値はデフォルト値（192.168.1.1) 

 

            IP アドレス 

       見出し 

      02 は見出し、後の 4 バイトが IP アドレス ５バイト固定です。データはバイナリでセットします。 

 

 (3)ホストのプロトコルポート番号 

        03  65 C3                値はデフォルト値（50021) 

 

            ポート番号 

       見出し        

      03 は見出し、後の 2 バイトがポートナンバ 3 バイト固定です。データはバイナリでセット---Low,Hi の順です 

 

 (4)IOBOX のプロトコルポートナンバ 

       04  05  D3                値はデフォルト値（54021) 

 

           ポート番号 

      見出し 

      04:見出し 後の 2 バイトがポートナンバ 3 バイト固定です。データはバイナリでセット---Low,Hi の順です 

       

  (5)IOBOX のサブネットマスク 

       06  FF  FF FF  00         値はデフォルト値（255.255.255.0) 

 

          マスク値 

      見出し 

      06 は見出し、後の 4 バイトがマスク値 ５バイト固定です。 データはバイナリでセットします。 

 

  (6)デフォルトゲートウェイの IP アドレス 

      07  00  00 00  00         値はデフォルト値（0.0.0.0) 

 

          マスク値 

      見出し 

      07 は見出し、後の 4 バイトが IP アドレス ５バイト固定です。  データはバイナリでセットします。 
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10. 保守イメージ 

10.1. ３ピンインターフェイスによる保守 

 

保守用 3 ピンインターフェイスを使用して、ダンプの吸い上げや、トラブル調査が可能です。 

 

ｲｰｻﾈｯﾄ

ホストＰＣ

３ピンシ
リアルケ

ーブル

保守用ＰＣ

レベルコン
バータ

 

 

 保守用 PC では、ターミナルソフトを起動してシリアル接続します。 

Windows95/NT の場合、ハイパーターミナルが使用できます。 

      保守用 3 ピンシリアルポートの通信仕様は以下の通りです。 

ボーレート ３８４００ｂｐｓ 

パリティ なし 

スタートビット １ 

ストップビット １ 

フロー制御 なし 

 

 

       保守用 PC ターミナルからは以下の操作ができます。 

       詳細は、コンソール機能仕様書を参照してください。 

コマンド 機能 

IRCM  ON¦OFF IrDA 部のトレース開始または終了指示 

TCPIP  ON¦OFF TCPIP 部のトレース開始または終了指示 

IRCM  -Tn IrDA のマクロの種類と実行結果の表示 

TCPIP  -Tn TCPIP マクロの種類と実行結果の表示 

VER IRCM IrDA モジュールのバージョン表示 

VER TCPIP TCPIP モジュールのバージョン表示 

D アドレス メモリ内容表示 

E アドレス メモリ内容書き換え 

GETSEG プログラムのセグメント取得 

ＩＰ ＩＰデータ表示 

STATUS 受信パケット数／NIC の表示 

 

10.2. TELNET による保守 

 

LAN 経由で、IOBOX の IP アドレスのポート２３番に TELNET で接続して、３ピンインターフェイスと同じ内容の保守ができます。

TELNET ポートへは、１ユーザのみ接続できます。 
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11. ファームウェアダウンロード方法 
 

11.1.  ３ピンインターフェイスを用いた方法 

11.1.1. 接続方法 

  保守用３ピンポートに、３ピンケーブル及びレベルコンバータを接続してホストのシリアルポートに 

  接続します。 

 

11.1.2. 通信プロトコル 

  通信プロトコルには、Ｙモデムバッチプロトコルを使用します。 

  ホスト側プログラムは、Ｙモデムバッチプロトコルをサポートする通信ソフトウェアを別途用意して 

  ください。（Windows95 の場合はハイパーターミナルを使用できます。） 

 

  通信仕様は以下の通りです 

ボーレート ３８４００ＢＰＳ 

パリティ なし 

スタートビット １ 

ストップビット １ 

フロー制御 なし 

 

 

11.1.3. 起動方法 

 

ＩＯＢＯＸをファームウェアダウンロードモード（ＳＷ３＝ＯＮ／ＳＷ４＝ＯＦＦ）で起動します。 

   ホストからＹモデムバッチ手順でファイルを送信してください。 

   通信終了後、受信したファイルをＩＯＢＯＸのＦＲＯＭに書込みます。 



                                                                    

29 

 

11.2. LAN インターフェイスを使用した方法 

11.2.1. 起動方法 

   Ｗｉｎｄｏｗｓ９５のＤＯＳプロンプトで以下の書式で起動します。 

 

    WDOＷNTP   ファイル名  ［ＩＰアドレス］ 

 

  ※ＩＯＢＯＸは通常動作（ＳＷ３＝ＯＦＦ／ＳＷ４＝ＯＦＦ）で起動し、ハンディターミナルを乗せずにアイドル 

     状態にしておいてください。 

 

     ファイル名 ：Ｉｏｂｏｘのファームウェアのファイル名を指定します。 

     ＩＰアドレス：ＩＯＢＯＸのＩＰアドレスを指定します。 

                     省略した場合には、IOBOX のデフォルト値（192.168.1.1）になります。  

 

  

11.2.2. 画面遷移 

正常動作時 

 

 C:¥>wdowntp c:¥px971.prg  192.168.1.1 

 *** DOWNLOAD Ver 0.11 (WinSock) *** 

 Connect Occure Port=54021 

 Sending ... 

 *************************************************************************************** 

 Down Load Passage Time = 53840(msec) 

 ***IOBOX TCP/IP PGM DOWN Normal END*** 

 

 

 

エラー発生時 

 

 C:¥>wdowntp c:¥px971.prg 192.168.1.1 

 *** DOWNLOAD Ver 0.11 (WinSock) *** 

 Connect Occur Port=54021 

 Sending ... 

 *************** 

 Send Error 10054 
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